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担当講義 教養展開科目「地球環境とリモートセンシング」（CEReS 全教員）前期木曜 2限 

理学部地球科学科「リモートセンシング入門」後期木曜 2限 

  工学部情報画像工学科「リモートセンシング工学」（分担）前期金曜 2限 

大学院理学研究科・地球生命圏科学専攻地球科学コース 

 「環境リモートセンシング特論」（分担）前期木曜 4限 

   「環境リモートセンシングⅠB」（分担）前期金曜 2限 

「環境リモートセンシングⅡB」（分担）後期金曜 2限 

研究概要 衛星データを利用した陸域情報抽出・モニタリングに関する研究を行っていま

す。具体的には次の三つの方向の研究を行っています。一つ目でもっとも主要

なテーマは、グローバルあるいは大陸規模での土地被覆マッピングとモニタリ



ングです。この中に、広域時系列衛星データの前処理に関する研究、土地被覆

情報抽出手法に関する研究、精度評価に関する研究、広域な植生変動の解析研

究などの研究が含まれます。最近では、地球地図プロジェクトとして、全球土

地被覆、全球樹木被覆率のデータを完成させました。二つ目のテーマは、日本

の国土の基盤土地被覆データ作成に関する研究です。実用に使える継続的なデ

ータ作成を実現するための研究に取り組んでいます。三つ目のテーマは衛星デ

ータを利用して主にアジアにおける地域的な環境把握に関する研究です。例え

ば、モンゴルの植生変動、農地変化のモニタリング、ベトナムの森林変化モニ

タリング、バングラデシュのマングローブ林検出、ヨルダンにおける都市化モ

ニタリングなどです。 

 


